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ツクに関する一漁試董ミを提lllする繋帝釈奮では東城町南部

グ欝1葉了三f葡戴麟匙ハ糞難蔵1崖を／云，1結県の敏i嘱　礪叢した。精i査
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弱変成帯轡）・三郡μ！陽支帯舛央非変成帯・三㎜三郡山陰

支帯および飛騨彊二が帯状瀬己列をレている。この配列は後
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　一爵費！系・ジユ謄系二鯵よび許罎繋系のイ縄灘葎誤鐸鼓濾二／、i翼賛の
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　由陽系の各衡．撤象岩質を異にす暴地懸の境　　なし，申

縛帯に鱗堀　憲をつくり，硯石紛。．｝ゴiぐ酬鮒こ分かれた2
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　北li繭 1嫡1 岬、1、凍、，隣1、鞠擦＿そ（徳汐堪長
は才峠をパ㌦、穆、ζ冶グ痢側をま圭墾…），補．父瀬範御魯蘇1釜

などの費衝．．．靴としで分岐1．．〆，診るい／、よ薄わさつて，申央

帯の顛から薫二鯛を迂藤技　k　i／二東に向かう。　東ぴ〉延斎爵は広

屡／11繊付近漸㌦で遜跡きれ螢）．1酬麟婿紺・随で1よおそら

ぐ大脚嬉臨）桑強賄驚1幽憤異）ので嶽ゾ〉瓠北鹸韓、． 1淋

紹講！くのに対／一、～シすぐ南鯛麟嚢1、即、た贈．麟、1こ二1蝋確1

斜である。　二び1灘ll二羅黙1きもぎ1〉で・なく，i縄一／．蒋籍懇

が1 き肇ilの葦慾　露7）肖麟覇に、よ　・て露l！lした2＝率1羨ダ1）離舞雛あ“
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で，ヅ謳満戯汰，中辮細こは／、謡誠瞬鱒慰醍む、旨帥三す

るであろうq槻嬢，紬において，鉱床の，、 1二盤側〈）酬額．擬

灰緊｝鰯縦粘載1、緊砂：雛からな鵜．眺鰯が逆転・季轡疑いを｛．）

たれる燃、（二は，．1　フ騰〆1嬉を示すもので裁）ろう、、また繊

護　幽　1雨運三！蒐が；設二から1薯に1鵜かつぐ1蕪圭叢を購1禽鼎た　・、二　と　も

喋1央帯め達鰍鯵、竃をつくる丁蟻翻三があ徽、

　醗輪の納霧垂難歳繍癬細穿続辮む却曜1群で，1ノ｝、

式地州、哲禽北東1継編二1萄系か／》瀦藏ご～帯竃で薮／l

灰嶽に、…磨す愚とさ熱．之、》C、，、納麟の部と灘麟∬ダ絹

獄耕禽徳、 Lが鰍ヅぐ，・、1許内、鶏麟睡は閥に紺、購狐

すべ蓼（／ L）　　へう．，さら／こ二帝釈台ヤ實」｝内掬’雛、1疑

偽
．
鞭 ，醸は謝・購、1潔ぐ！駄つて．1位ぼ　 一二　蒸嚇嬬

石灰岩がの歳意ら才1、てい蓄），、　『帝釈台間では1構竃と

1〆轡瀞霧購運が存雇1、す薦。、，小1，馨翻以来よく知も舜し秋

謬奮の蕎灰岩齢葦羨蟻鐵奏嚢もその好｛粥であ弓う、・

　　懲衛欝本の大構蜘数轄る瀧．演都よ、パ鷲飛騨高

源において，澱道静1，麟、酬醜樟凱嘆／曇鰍縦遺の馳旧

変鰍洩醐欠眺二遂次に進脊し、，締、蕎、ぴいく／〉か4澱階華ノ）

存職、／薦こ，縫糊闘．．た』こで慰i暢衝、．1搬塊め生成

／／領景濡、占の、1二昇紅、，1；つて起i糞iしたことを秘ノ）べた，）舞隊帯

の
一
1デ儲）るいは沈降ヌう三．蘇郡．体における後期i畷三代ゐ

地粥働の榔駅、と、兇なすべきだろう，、す取“）ら，領．勲、1こ

ぞ期1畦代の地1、・斜の車嫌で誇甲奪内外両帯は馨1家．馳痔

斜の北と爾の弼馨と1馳なす・蹴不誌許びあろらか。後墨馴『1

生界に一）いて洗みる、と，1’嫁地背斜の北鍵轍は盆地が，南

翼膚は蝕万＋聯イ1斜が擁、減駈’てい、淋ナ、、酵）耀、性醸

顧が北に鱗く購ぎ！こ向か　、醤微、た擁、藩馳た地沓，警聴

考えるこ、』！二、／二1つぐ説覇で樽こう、・

　　調1長寛（i鰻）はiこ三波、／嚇　1．把嫁帯が弾γて一セ

た撚鑑なすべ』．州にろのあぞ）こ、総をのべた沿、小林鐵

　ll繍）は外帯ダ）、醸噴に鯉㎝，幽ぞは花瞬岩の、．瞬に、よ

で／讐れノ，鱗皮，川卑秩父帯は北力略瀬羅…捧づぐ1蜘欠

、。i一二位の地、攣捧工鐵灘ことをす論嫡／ た⇔韓、齢　領家葦也背斜を

　　泌と、購鮫説の1淀1ごt容易である。

そ．讃は次グ），よ喫、晒1献体の蛎1　史が行なわれた

、鏡）試案を擢㌔デる．

　ω秩父地向斜び）1期に飛麟㈱麟1拷とも麺飛騨地

撃，垂瀞が生成された参．郡変成1証れに伴ノ糞つ娯ので，

かつて執、趨疑よばれた蓬、亟翻鴇（華麟照変動む

　繍象 げ蕪沫か1’二陛細講）たつ噴編諜成・／擁拷

ともに謝籍が、1 、成諦、，それ，とともに撚波／…騰‘ノ痩戒

と浮び．擦）があつた（霧　登鋤渇

　！暮！樋では嘱ill轟から欝北に皇1亙rl繍罵が｛播し，内

帯て蜘、li陽衝ヒミをつくつた，，少なく蕊も一漏，祁では地麟

がか雄大規模1に逆転されたであろら・

　1薬　小林の雛解を支持す穫．）な1瓶ば，　波川帯は，一一一

／戟ll外噴麟く1翔講し，北鰍蠣1鱒1よ畷欝斜
の軌熱磁く，変成度瞬、か｛）4聴、ど鱈1紀畷、紹麟嚇1

紅慶　た地／峯二いえよう、》

　葡　餓は、ll　l・と溢i難をくi）馨し，閥欠的に進行し，北

に愈鰍巨魏麟in酬凝嘩紀後半／ξ伸絶麟篭，塵が，1，欄

に向かつてかゐψ後ごでノ）づい惣

　輪l　l臆1蛇剛繁にll歌的に進猷ノ・，その♂）ち南麟ll

か許）郵　夢．1、暢衝．．雛，碁轡もおくれ梱孫1峯、遠！、し惣，

　紛戯勤麟鋼孫び）終、熱、は，衝1斑蛾の 郡1　1劇

　　　地殻顔勲鯉智）消失に帰すべきで～続蹄，》

　職醐こ倒れた地齢窪1轄，、！楓たおそら◇多く纐1憂瀞彬

ノ　醤導執雛瓢をも塵　縁雛怒ζさ療〆プ瓢（、1・磁蒙㌔1．瞬壌力・罵）て）3慈彗li

性複背斜と熱・テ熔憶のであるか．，変形の進行趙削

鋼と駈も紅異常ノよいし11三常な堆毒1が難行して行・、擁）れた

駈、轡、／）崩、、る。

　　翻転／鯛鵬／f、紛北墾覇批酸・雛率性の幻満臨働が大

夫発繕誌に・行澱わオ黛．，繕霧．翼．て彗慰lr韮誘導が孝学なわ才跡）二と郭よ，捨1

造的嶽灘、㌦灘系が存在するもぴ）、と憩、われ鞄漆叡

　　胤の説購に．よれ，ご，嘘峯央鄭撫1満譲牟1繋よびギムf象ヂ）31蒋造

覇峨一フベ硬か3崩．1・二下／こ動いた趨マ1，1ではなく，糊1に

伴加一）プ、．、爾．、幽逆断餐，ということ！ゴ喬．仏像線の北縄

にξ，　　ご合を伴なξ）中1翠，南側／・，二は整羨》関係のみの一

1童の灘1欝1があ馨伊　“　戴導中艦界はい1赫なる遷動に1，よ・つ
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